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令和２年６月２２日（月曜日）第２回定例会 
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   議事日程第４号       第２回定例会 

   令和２年６月２２日（月）  予算特別委員会終了後開議 

 

   再  開 

日程第 １ 諸般の報告 

      （１）第９６回全国市議会議長会定期総会の報告について 

 〃  ２ 全国市議会議長会表彰状及び感謝状伝達 

 

  （予算特別委員会付託関係） 

日程第 ３ 議第４０号 令和２年度寒河江市一般会計補正予算（第７号） 

 〃  ４ 予算特別委員会の審査の経過並びに結果報告 

 〃  ５ 質疑・討論・採決 

 

  （総務産業常任委員会付託関係） 

日程第 ６ 議第４１号 寒河江市史跡慈恩寺旧境内総合交流施設の設置及び管理に関する条例の制定 

            について 

 〃  ７ 議第４２号 寒河江市特別職に属する者の給与等に関する条例の一部改正について 

 〃  ８ 議第４４号 寒河江市市税条例の一部改正について 

 〃  ９ 議第４５号 寒河江市都市計画税条例の一部改正について 

 〃 １０ 議第４８号 寒河江市国民健康保険税条例の一部改正について 

 〃 １１ 議第５０号 市道路線の認定について 

 〃 １２ 総務産業常任委員会の審査の経過並びに結果報告 

 〃 １３ 質疑・討論・採決 

 

  （厚生文教常任委員会付託関係） 

日程第１４ 議第４３号 アイジー地域産業未来応援基金条例の制定について 

 〃 １５ 議第４６号 寒河江市後期高齢者医療に関する条例の一部改正について 

 〃 １６ 議第４７号 寒河江市国民健康保険条例の一部改正について 

 〃 １７ 議第４９号 寒河江市介護保険条例の一部改正について 

 〃 １８ 厚生文教常任委員会の審査の経過並びに結果報告 

 〃 １９ 質疑・討論・採決 

 

日程第２０ 議第５１号 令和２年度寒河江市一般会計補正予算（第８号） 

 〃 ２１ 議案説明 

 〃 ２２ 委員会付託 

 〃 ２３ 質疑・討論・採決 

   閉  会 
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   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第４号に同じ 

 

 

 

   再    開     午前９時５０分 

 

○柏倉信一議長 おはようございます。 

  ただいまから本会議を再開いたします。 

  本日の欠席通告議員はありません。 

  出席議員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

  ここで、本日の会議運営について、議会運営

委員長の報告を求めます。木村議会運営委員長。 

   〔木村寿太郎議会運営委員長 登壇〕 

○木村寿太郎議会運営委員長 おはようございま

す。 

  本日の会議運営につきましては、去る６月19

日、委員６名全員出席並びに関係者出席の下、

議会運営委員会を開催し、協議いたしましたの

で、その結果について御報告申しあげます。 

  初めに、本日追加されます案件について申し

あげます。 

  追加案件は、諸般の報告、全国市議会議長会

表彰状及び感謝状伝達、議第51号令和２年度寒

河江市一般会計補正予算（第８号）の３案件で

あります。 

  このことにより、議事の日程の一部変更が必

要となります。日程変更の詳細につきましては、

お示ししております日程表のとおり変更となり

ます。 

  以上、よろしくお取り計らいくださいますよ

うお願い申しあげ、御報告といたします。 

○柏倉信一議長 お諮りいたします。 

  本日の会議運営は、ただいまの議会運営委員

長報告のとおり決定することに御異議ありませ

んか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、本日の会議運営は、議会運営委員長

報告のとおり決定いたしました。 

  本日の会議は、議事日程第４号によって進め

てまいります。 

 

諸 般 の 報 告 

 

○柏倉信一議長 日程第１、諸般の報告でありま

す。 

  （１）第96回全国市議会議長会定期総会の報

告については、お示ししております文書によっ

て御了承願います。 

 

全国市議会議長会表彰状及び感謝状伝達 

 

○柏倉信一議長 日程第２、全国市議会議長会表

彰状及び感謝状伝達であります。 

  伝達について、事務局長から申しあげます。 

○高林雅彦事務局長 それでは、私から申しあげ

ます。 

  去る５月27日、第96回全国市議会議長会定期

総会におきまして、本市議会から木村寿太郎議

員が議員在職15年以上の表彰を受けられました。 

  また、全国市議会議長会評議員としての功績

に対し、柏倉信一議長に感謝状が贈呈されてお

りますので、伝達を行います。 

  初めに、表彰状の伝達を行います。 

  木村寿太郎議員、御登壇お願いいたします。 

   〔木村寿太郎議員 登壇〕 
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○柏倉信一議長 表彰状。寒河江市、木村寿太郎

殿。 

  あなたは市議会議員として15年市政の振興に

努められ、その功績は著しいものがありますの

で、第96回定期総会にあたり、本会表彰規程に

よって表彰いたします。 

  令和２年５月27日。全国市議会議長会会長野

尻哲雄。 

  おめでとうございます。（拍手） 

  〔表彰状伝達〕 

○高林雅彦事務局長 次に、感謝状の伝達を行い

ます。 

  感謝状の伝達につきましては、阿部 清副議

長よりお願いいたします。 

   〔柏倉信一議長 登壇〕 

○阿部 清副議長 感謝状。寒河江市、柏倉信一

殿。 

  あなたは全国市議会議長会評議員として会務

運営の重責にあたられ、本会の使命達成に尽く

された功績は誠に顕著なものがありますので、

第96回定期総会にあたり、深甚な感謝の意を表

します。 

  令和２年５月27日。全国市議会議長会会長野

尻哲雄。 

  おめでとうございます。（拍手） 

  〔感謝状伝達〕 

○高林雅彦事務局長 以上で、表彰状及び感謝状

の伝達を終わります。 

 

議 案 上 程 

 

○柏倉信一議長 日程第３、議第40号令和２年度

寒河江市一般会計補正予算（第７号）を議題と

いたします。 

 

予算特別委員会の審査の 

経過並びに結果報告 

 

○柏倉信一議長 日程第４、予算特別委員会の審

査の経過並びに結果報告であります。 

  予算特別委員長報告を求めます。渡邉予算特

別委員長。 

   〔渡邉賢一予算特別委員長 登壇〕 

○渡邉賢一予算特別委員長 予算特別委員会にお

ける審査の経過と結果について御報告申しあげ

ます。 

  本委員会に付託になりました案件は、議第40

号令和２年度寒河江市一般会計補正予算（第７

号）であります。 

  ６月15日、委員15名全員出席、当局からは市

長をはじめ関係課長等出席の下、委員会を開会

し、議第40号を議題とし、質疑の後、各分科会

に分担付託し審査することといたしました。 

  各分科会の審査の経過につきましては、本日

再開されました委員会で詳しく報告されており

ますので省略させていただきますが、各分科会

とも原案を了とすることと決した旨の報告があ

りました。 

  各分科会委員長報告の後、委員長報告に対す

る質疑を行い、討論を終結し、採決に入りまし

た。 

  議第40号を採決の結果、賛成多数をもって原

案のとおり可決すべきものと決しました。 

  以上で、予算特別委員会における審査の経過

と結果について御報告を終わります。 

 

質疑・討論・採決 

 

○柏倉信一議長 日程第５、これより質疑・討

論・採決に入ります。 

  ただいまの委員長報告に対する質疑はありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 
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  討論を終結いたします。 

  これより議第40号令和２年度寒河江市一般会

計補正予算（第７号）を採決いたします。 

  本案に対する委員長報告は可決であります。 

  本案は委員長報告のとおり決することに御異

議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第40号は原案のとおり可決されま

した。 

 

議 案 上 程 

 

○柏倉信一議長 次に、日程第６、議第41号寒河

江市史跡慈恩寺旧境内総合交流施設の設置及び

管理に関する条例の制定についてから日程第11、

議第50号市道路線の認定についてまでの６案件

を一括議題といたします。 

 

総務産業常任委員会の審査の 

経 過 並 び に 結 果 報 告 

 

○柏倉信一議長 日程第12、総務産業常任委員会

の審査の経過並びに結果報告であります。 

  総務産業常任委員長報告を求めます。佐藤総

務産業常任委員長。 

   〔佐藤耕治総務産業常任委員長 登壇〕 

○佐藤耕治総務産業常任委員長 総務産業常任委

員会における審査の経過と結果について御報告

申しあげます。 

  本委員会は、６月15日、委員全員出席し、開

会いたしました。 

  付託されました案件は、議第41号、議第42号、

議第44号、議第45号、議第48号及び議第50号の

６案件であります。 

  審査に入る前に、審査の都合上、初めに議第

50号の審査を行い、次に議第41号、議第42号、

議第44号、議第45号、議第48号の順で審査をす

ることを諮り、異議なく承認され、そのように

審査することに決しました。 

  順を追って審査の内容を申しあげます。 

  初めに、議第50号市道路線の認定についてを

議題とし、当局の説明を求め質疑に入りました

が、質疑もなく、討論を終結し、採決の結果、

賛成多数をもって原案のとおり可決すべきもの

と決しました。 

  次に、議第41号寒河江市史跡慈恩寺旧境内総

合交流施設の設置及び管理に関する条例の制定

についてを議題とし、当局の説明を求め質疑に

入りましたが、質疑もなく、討論を終結し、採

決の結果、賛成多数をもって原案のとおり可決

すべきものと決しました。 

  次に、議第42号寒河江市特別職に属する者の

給与等に関する条例の一部改正についてを議題

とし、当局の説明を求め質疑に入りましたが、

質疑もなく、討論を終結し、採決の結果、賛成

多数をもって原案のとおり可決すべきものと決

しました。 

  次に、議第44号寒河江市市税条例の一部改正

についてを議題とし、当局の説明を求め質疑に

入りましたが、質疑もなく、討論を終結し、採

決の結果、賛成多数をもって原案のとおり可決

すべきものと決しました。 

  次に、議第45号寒河江市都市計画税条例の一

部改正についてを議題とし、当局の説明を求め

質疑に入りましたが、質疑もなく、討論を終結

し、採決の結果、賛成多数をもって原案のとお

り可決すべきものと決しました。 

  次に、議第48号寒河江市国民健康保険税条例

の一部改正についてを議題とし、当局の説明を

求め質疑に入りましたが、質疑もなく、討論を

終結し、採決の結果、賛成多数をもって原案の

とおり可決すべきものと決しました。 

  以上で、総務産業常任委員会における審査の

経過と結果について御報告を終わります。 
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質疑・討論・採決 

 

○柏倉信一議長 日程第13、これより質疑・討

論・採決に入ります。 

  ただいまの委員長報告に対する質疑はありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決に入ります。 

  議第41号寒河江市史跡慈恩寺旧境内総合交流

施設の設置及び管理に関する条例の制定につい

て、議第42号寒河江市特別職に属する者の給与

等に関する条例の一部改正について、議第44号

寒河江市市税条例の一部改正について、議第45

号寒河江市都市計画税条例の一部改正について、

議第48号寒河江市国民健康保険税条例の一部改

正について及び議第50号市道路線の認定につい

ての６案件を一括して採決いたします。 

  ただいまの６案件に対する委員長報告は、い

ずれも可決であります。 

  ６案件は、委員長報告のとおり決することに

御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第41号、議第42号、議第44号、議

第45号、議第48号及び議第50号の６案件は原案

のとおり可決されました。 

 

議 案 上 程 

 

○柏倉信一議長 次に、日程第14、議第43号アイ

ジー地域産業未来応援基金条例の制定について

から日程第17、議第49号寒河江市介護保険条例

の一部改正についてまでの４案件を一括議題と

いたします。 

 

厚生文教常任委員会の審査の 

経 過 並 び に 結 果 報 告 

 

○柏倉信一議長 日程第18、厚生文教常任委員会

の審査の経過並びに結果報告であります。 

  厚生文教常任委員長報告を求めます。古沢厚

生文教常任委員長。 

   〔古沢清志厚生文教常任委員長 登壇〕 

○古沢清志厚生文教常任委員長 厚生文教常任委

員会における審査の経過と結果について御報告

申しあげます。 

  本委員会は、６月15日、委員全員出席し、開

会いたしました。 

  付託されました案件は、議第43号、議第46号、

議第47号及び議第49号の４案件であります。 

  また、議会運営委員会から付託された陳情第

２号、陳情第３号の２案件についても審査を行

いました。 

  順を追って審査の内容を申しあげます。 

  初めに、議第43号アイジー地域産業未来応援

基金条例の制定についてを議題とし、当局の説

明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「この寄附の趣旨については、第１

番目に地域全体のものづくりへの意欲向上とさ

れているが、学校への電子黒板購入という使い

方は、その趣旨に合致しているのか」との問い

があり、当局より「アイジー工業株式会社様か

ら、ものづくりに関する教育に加え、次代を担

う子供たちの育成に使用してほしいという意向

があったことを踏まえて、今回教育委員会のほ

うで活用させていただくことになります」との

答弁がありました。 

  委員より「電子黒板の具体的な設置予定数

は」との問いがあり、当局より「幸生小学校を

除く各小中学校１台合計12台の購入を考えてお

ります。なお、幸生小学校については、学校と
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相談の上、設置対象から除いております」との

答弁がありました。 

  委員より「基金の残金の活用方法を伺う」と

の問いがあり、当局より「現在のところ予定は

ありませんが、今後有効に活用できる目的が生

じればその都度使用していきます」との答弁が

ありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第46号寒河江市後期高齢者医療に関

する条例の一部改正についてを議題とし、当局

の説明を求め質疑に入りましたが、質疑もなく、

討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもって

原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第47号寒河江市国民健康保険条例の

一部改正についてを議題とし、当局の説明を求

め質疑に入りましたが、御報告する質疑もなく、  

討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもって

原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第49号寒河江市介護保険条例の一部

改正についてを議題とし、当局の説明を求め質

疑に入りましたが、御報告する質疑もなく、討

論を終結し、採決の結果、賛成多数をもって原

案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、陳情第２号看護師の全国を適用地域と

した特定最低賃金の新設を求める意見書の提出

に関する陳情を議題とし、担当書記による陳情

文書朗読の後、審査に入りましたが、意見等も

なく、委員の申出により自由討議に入りました。 

  主な内容を申しあげます。 

  委員より「陳情では賃金の上昇が職場環境の

改善につながるとされているが、医療福祉分野

は他の産業よりも賃金の上昇率がよく、宿泊業、

飲食業、製造業などと比べても低いとは言えな

い水準である。大変苦労されている他の業種の

ことも議論せずに医療福祉分野だけ上げる、特

定の業種だけ上げるというのはいかがなもの

か」との意見がありました。 

  委員より「同一労働については同一賃金が望

ましく、特にこのような特殊な国家資格を持っ

ている職種に関しては同一賃金にする必要があ

る。このコロナ禍の中でも、月に６回も夜勤を

したり、おなかに子供を抱えながら働いている

方がいる。そのような労働者へ正当な評価をす

べきだし、これが誘い水となって他業種の賃金

水準の底上げになるのではないか」との意見が

ありました。 

  委員より「地域によって賃金に格差があるこ

とが一番の問題である。格差社会、貧富の差等

を原因として東京のほうに人材が集中している

ので、山形でも東京でも同一の賃金であるほう

が世の中がうまくいくのではないか。同一賃金

は当然必要である」との意見がありました。 

  委員より「このコロナ禍において、国、県、

各市町村が民間の企業を助けるために多額の支

出をして頑張っているときに賃金を上げる余裕

はないのではないか。まずは雇用を守ることが

優先である」との意見がありました。 

  次に、討論に入りました。 

  主な討論の内容を申しあげます。 

  委員より「看護師に対する処遇改善は必要で

あるが、その解決策を最低賃金という制度だけ

に求めるべきではなく、別途ほかの政策をもっ

てその改善に取り組むべきである。看護師の賃

金水準は他の業種と比較し低いとは言えない水

準であり、新型コロナウイルス感染症対策とし

て、国、県、各市町村が企業を守り、企業もま

た生き残りをかけて戦っている現状において、

必要なことは賃金を上げることではなく、企業

そして雇用を守ることである。最低賃金を上げ

ることについては、特定の業種だけに限定する

のではなく、他産業も含め公平・公正に議論す

る必要があると考える。そのため、このたびの

陳情には反対である」という旨の反対討論があ

りました。 

  委員より「病院の看護師の労働は本当に過酷
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であり、常に人手不足、忙しい状況が続いてい

る。今後の医療従事者の安定的な人材確保のた

めにも、全国同一賃金の問題は避けられないも

のである。コロナ禍の今だからこそ、医療体制

を充実させ看護師不足を解消し、首都圏への人

材の一極集中リスクを緩和するために、この陳

情は重要であると考えるため賛成である」とい

う旨の賛成討論がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成少数をもっ

て不採択と決しました。 

  次に、陳情第３号介護従事者の全国を適用地

域とした特定最低賃金の新設を求める意見書の

提出に関する陳情を議題とし、担当書記による

陳情文書朗読の後、審査に入りましたが、意見

等もなく、委員の申出により自由討議に入りま

した。 

  主な内容を申しあげます。 

  委員より「介護従事者の人材確保については、

賃金だけではなく職場環境や雇用体系にも問題

点があるとは思うが、同一の労働に対し賃金の

格差が生じている点に大きな問題があるのでは

ないか」との意見がありました。 

  委員より「宿泊業、飲食業、さらに厳しい状

況にある最低賃金を上げることについては、他

産業も含め公平・公正に議論をしていく必要が

あると考える」との意見がありました。 

  次に、討論に入りました。 

  討論の内容を申しあげます。 

  委員より「介護従事者に対する処遇改善は必

要であるが、その解決策を最低賃金という制度

だけに求めるべきではなく、別途ほかの政策を

もってその改善に取り組むべきである。介護従

事者の賃金水準は他の業種と比較し低いとは言

えない水準であり、新型コロナウイルス感染症

対策として、国、県、各市町村が企業を守り、

企業もまた生き残りをかけて戦っている現状に

おいて、必要なことは賃金を上げることではな

く、企業そして雇用を守ることである。最低賃

金を上げることについては、特定の業種だけに

限定するのではなく、他産業も含め公平・公正

に議論する必要があると考える。そのため、こ

のたびの陳情には反対である」という旨の反対

討論がありました。 

  委員より「介護福祉の現場の過酷さは人手不

足が原因と考えられる。特に現在のコロナ禍で

は、慢性的な人手不足の中で自身が感染者にな

らないことだけでなく、家族、利用者の安全を

も守らなければならない。本当にぎりぎりの中

で働いている。今だからこそ介護福祉の現場で

働く者に光を当ててほしい。また、介護を目指

す多くの若者が山形で働ける環境を整えるため

にも賃金の問題は重要である。希望を持って働

ける介護福祉の現場になることを望んで、この

陳情に賛成する」という旨の賛成討論がありま

した。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成少数をもっ

て不採択と決しました。 

  以上で、厚生文教常任委員会における審査の

経過と結果について御報告を終わります。 

 

質疑・討論・採決 

 

○柏倉信一議長 日程第19、これより質疑・討

論・採決に入ります。 

  ただいまの委員長報告に対する質疑はありま

せんか。渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 委員長報告の中で、不採択とな

った陳情第２号、第３号について、委員長に御

質問を２点させていただきたいと思います。 

  まず、１点目。常任委員会の前段に行われた

常任委員会の協議会の中では、この陳情につい

て前向きな意見もあって、常任委員会で議論す

べきだというふうなことだったと聞いておりま

すけれども、それと違う議論になったというこ

とで、１つ目は、先般の全員協議会での議論を

踏まえ、今議会の行政報告にもあるとおり、来
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年度、国県に対する重要事業の要望事項につい

て、看護職員・介護職員の人材確保、特に離職

や県外流出の防止の施策を求めていることに対

して矛盾する、整合性がないというふうに思わ

れるわけですけれども、委員会の中でそうした

議論があったのか、お聞きしたいのが１点目で

す。 

  ２つ目は、現在、市立病院と県立河北病院の

統合再編課題が大きくクローズアップして、市

民の関心が高まっている中にあって、地域医療

を守る最後のとりでと市長もおっしゃっている

中で、この不採択になること自体がマイナスに

なるということを常任委員会の皆さんが委員会

で認識されなかったのかどうか、そうした議論

もあったのかどうか、御質問させていただきま

す。以上です。 

○柏倉信一議長 古沢厚生文教常任委員長。 

○古沢清志厚生文教常任委員長 お答えいたしま

す。 

  最初の質問に関しては、前段では審議をする

かしないかの委員会の協議会でありまして、賛

成か反対かに迷った議員がおられまして、やは

り賛成と反対の意見を聞いてみたいということ

でいろいろな審議がなされまして、最終的には

自分が持っている考えと同じであったというこ

とで、最終的には不採択と、そういうふうな意

見になったと思います。 

  ２番目の質問に関しましては、意見は出ませ

んでした。以上でございます。 

○柏倉信一議長 ほかにありませんか。渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 再質問させていただきますけれ

ども、私が１点目で御質問させていただいたの

は、来年度、国県に対する重要事業の要望事項

について、看護・介護職員の人材確保、特に離

職や県外流出の防止のために国県に対して本市

があらゆる施策を求めていることに対する、こ

の重要な課題についての御認識の下、そうした

ことに対する矛盾、そういった整合性がないの

ではないかということで、そういう議論がなか

ったかどうかお聞きしたところであります。 

  ２つ目については、分かりました。以上です。 

○柏倉信一議長 古沢委員長。 

○古沢清志厚生文教常任委員長 お答えいたしま

す。 

  １番目の質問に関しては、意見がございませ

んでした。以上でございます。 

○柏倉信一議長 ほかに質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決に入ります。 

  議第43号アイジー地域産業未来応援基金条例

の制定について、議第46号寒河江市後期高齢者

医療に関する条例の一部改正について、議第47

号寒河江市国民健康保険条例の一部改正につい

て及び議第49号寒河江市介護保険条例の一部改

正についての４案件を一括して採決いたします。 

  ただいまの４案件に対する委員長報告は、い

ずれも可決であります。 

  ４案件は、委員長報告のとおり決することに

御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第43号、議第46号、議第47号及び

議第49号の４案件は原案のとおり可決されまし

た。 

 

議 案 上 程 

 

○柏倉信一議長 次に、日程第20、議第51号令和

２年度寒河江市一般会計補正予算（第８号）を

議題といたします。 

 

議 案 説 明 
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○柏倉信一議長 日程第21、議案説明であります。 

  市長から提案理由の説明を求めます。佐藤市

長。 

   〔佐藤洋樹市長 登壇〕 

○佐藤洋樹市長 おはようございます。 

  それでは、私から、議第51号令和２年度寒河

江市一般会計補正予算（第８号）について御説

明を申しあげます。 

  このたびの補正予算は、新型コロナウイルス

感染症に係る国県の施策を受け、寒河江市にお

いての対策を推進するため、医療関係などの事

業所が行う感染予防に関する施設整備などを支

援する新型コロナウイルス感染予防緊急対策事

業費の計上及び児童生徒が家庭において学習を

継続できる環境を整備する小中学校ＩＣＴ活用

支援事業費などの追加などを行うものでござい

ます。 

  その結果、歳入歳出それぞれ５億8,496万円

を追加し、予算総額を281億2,171万円とするも

のでございます。 

  以上、御説明申しあげましたが、詳細につき

ましては担当課長より説明申しあげますので、

よろしく御審議の上、御可決くださいますよう

お願い申しあげる次第であります。 

○柏倉信一議長 大沼財政課長。 

   〔大沼利子財政課長 登壇〕 

○大沼利子財政課長 私から、令和２年度寒河江

市一般会計補正予算（第８号）の詳細について

御説明を申しあげます。 

  初めに、歳入について御説明をいたしますの

で、４ページの事項別明細書を御覧ください。 

  15款国庫支出金２項国庫補助金２目民生費国

庫補助金は、ひとり親家庭等緊急支援事業給付

金に係る国からの補助金2,622万7,000円を計上

するものです。 

  同じく、５目教育費国庫補助金は、小中学校

の児童生徒全員に１台ずつタブレットパソコン

を整備するための国からの補助金１億111万

5,000円を計上するものです。 

  16款県支出金２項県補助金１目総務費県補助

金は、県外在住学生に食の支援としてふるさと

の産品を送る事業に係る県からの補助金100万

円を計上するものです。 

  ２目民生費県補助金は、生活困窮者「食」の

支援事業として米を支給する経費に係る県から

の補助金114万3,000円を計上するものです。 

  ４目農林水産業費県補助金は、花卉生産者の

苗購入への支援などに係る県からの補助金887

万8,000円を追加するものです。 

  ６目教育費県補助金は、小学校の社会科見学

で利用する貸切りバスの経費に係る県からの補

助金35万円を計上するものです。 

  ８目商工費県補助金は、市内事業所へ感染予

防に要した経費の一部支援などを実施する地域

経済緊急対策事業に係る県からの補助金6,200

万円を計上するものです。 

  19款繰入金１項基金繰入金２目まちづくり基

金繰入金は、児童生徒のタブレット整備などの

財源とするため、まちづくり基金からの繰入金

２億3,009万7,000円を計上するものです。 

  ９目財政調整基金繰入金は、このたびの補正

予算で実施する事業の財源の一部として、財政

調整基金からの繰入金１億5,415万円を追加す

るものです。 

  歳入は以上でございます。どうぞよろしくお

願い申しあげます。 

○柏倉信一議長 武田企画創成課長。 

   〔武田伸一企画創成課長 登壇〕 

○武田伸一企画創成課長 私から、歳出について

御説明を申しあげます。 

  歳出予算事項別明細書の５ページをお開きく

ださい。 

  企画創成課所管に係る歳出の内容について御

説明を申しあげます。 

  ２款１項６目企画費10節需用費の移住定住推
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進事業についてでありますが、新型コロナウイ

ルス感染症拡大により経済的な影響を受けてい

る本市出身の県外在住の学生に対しまして、県

と連携し、食の提供を行い支援するものであり

ます。 

  内容は、送料などを含め総額１万円の食料品

限定ギフトとし、できるだけ本市産の寒河江セ

レクトのようなふるさと便にしたいと考えてお

ります。 

  以上、よろしくお願いいたします。 

○柏倉信一議長 小林子育て推進課長。 

   〔小林博之子育て推進課長 登壇〕 

○小林博之子育て推進課長 私からは、３款民生

費２項児童福祉費２目母子福祉費について御説

明申しあげます。 

  ひとり親家庭等緊急支援事業は、国の第２次

補正予算に基づく給付金を給付するもので、寒

河江市一般会計補正予算（第５号）で計上した

事業費に追加することとしております。 

  具体的には、新型コロナウイルス感染症の影

響により、子育てと仕事を独りで担う低所得の

独り親世帯等の方の経済的な負担増加や収入の

減少に対する支援を行うため、１世帯当たり５

万円、第２子以降については１人につき３万円

を加算した額を基本給付として支給するもので、

給付に関する事務経費などを含め1,816万3,000

円を追加するものです。 

  以上、よろしくお願い申しあげます。 

○柏倉信一議長 鈴木健康福祉課長。 

   〔鈴木 隆健康福祉課長 登壇〕 

○鈴木 隆健康福祉課長 続きまして、３款３項

生活保護費は、山形県生活困窮者等「食」の支

援事業の扶助費228万7,000円を追加するもので

す。 

  これは、新型コロナウイルス感染症の影響を

受け休業・失業などした生活困窮者を支援する

ため、県社会福祉協議会が実施している生活福

祉資金の特例貸付けを受けた世帯を対象に、県

産米の「はえぬき」60キログラムを支給するた

めの経費を計上するものです。 

  続きまして、４款１項保健衛生費は、新型コ

ロナウイルス感染予防緊急対策事業の補助金

4,220万円を追加するものです。 

  これは、市内の開業医、柔道整復業、はり・

きゅう・マッサージ業等の医療関連事業所及び

介護サービス事業所や障がい福祉サービス施設

に対しまして、新型コロナウイルス感染予防の

ために、マスク等の消耗品、また施設整備に要

した経費の一部を支援するため、各施設等の従

業者数に応じまして最高100万円を補助するた

めの経費を計上しております。 

  以上、御説明申しあげましたが、よろしくお

願いいたします。 

○柏倉信一議長 門口農林課長。 

   〔門口隆太農林課長（併）農業委員会事務

局長 登壇〕 

○門口隆太農林課長（併）農業委員会事務局長  

  私からは、６ページを御覧いただきたいと思

います。 

  ６款農林水産業費１項農業費３目農業振興費

の果樹園芸作物等生産振興対策事業と農畜産物

ブランド緊急応援事業の２点について御説明い

たします。 

  果樹園芸作物等生産振興対策事業では、市場

価格低迷により次期作の種苗更新が困難になる

花卉農家の再生産の確保に向け、次期作のため

に必要な種苗購入経費の支援などを実施するた

め、1,394万3,000円を追加するものでございま

す。 

  農畜産物ブランド緊急応援事業では、新型コ

ロナウイルス感染症による販売価格への影響が

懸念されるさくらんぼに対して、県が実施する

価格安定対策事業に参加し、生産者に対する減

収補塡を行うことで再生産等に向けた経営安定

を図ります。また、県内外から多くの方が訪れ

る市内観光果樹園等の安全対策の一層の強化を
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図るため、非接触型体温計を購入し、貸出しを

行います。これらの所要額として4,763万6,000

円を追加しております。 

  以上、よろしくお願いいたします。 

○柏倉信一議長 後藤商工推進課長。 

   〔後藤芳和商工推進課長 登壇〕 

○後藤芳和商工推進課長 私から、第７款商工費

について御説明いたします。 

  引き続き、事項別明細書６ページを御覧くだ

さい。 

  １項商工費２目商工振興費は、山形県と連携

して新型コロナウイルス感染症に係る地域経済

対策緊急事業を実施するため、１億2,325万円

を追加するものです。 

  内訳について御説明いたします。 

  12節委託料は、市内飲食店や旅館、ホテル事

業者が感染拡大防止対策を実践するため、研修

会開催やコロナ対策宣言店のステッカー作成を

委託するための費用として125万円を追加し、

18節負担金、補助及び交付金は、事業者の雇用

調整助成金の申請代行に係る社会保険労務士等

への手数料の一部を補助する雇用調整助成金申

請代行補助事業、新・生活様式を推進するべく、

中小企業がオンライン商談会などの環境整備を

行う場合に支援するオンライン化促進支援事業、

感染症拡大防止のため、市内の事業所に対して

予防対策に要した経費の一部を支援する新・生

活様式対応支援事業に係る補助金として１億

2,200万円を計上するものです。 

  以上、よろしくお願い申しあげます。 

○柏倉信一議長 武田防災危機管理課長。 

   〔武田新二防災危機管理課長 登壇〕 

○武田新二防災危機管理課長 私からは、防災対

策事業について御説明申しあげます。 

  事項別明細書６ページを御覧ください。 

  ９款１項５目の災害対策費につきまして御説

明申しあげます。 

  10節需用費、消耗品費84万7,000円につきま

しては、災害発生時における避難所開設の際、

新型コロナウイルス感染症などの予防対策のた

め、消毒関係、段ボールベッド、段ボールベッ

ド用パーティション、非接触型体温計などの必

要な物資について備蓄を行うため購入するもの

であります。 

  11節役務費７万2,000円につきましては、購

入する消耗品の送料であります。 

  以上、よろしくお願い申しあげます。 

○柏倉信一議長 佐藤学校教育課長。 

   〔佐藤 肇学校教育課長 登壇〕 

○佐藤 肇学校教育課長 第10款第１項第３目教

育指導援助費について御説明申しあげます。 

  まず、特色ある学校づくり推進事業ですが、

山形県の６月補正予算で小学校における社会科

見学の３密対策への支援ということで、山形県

庁等の社会科見学を行う場合、掛かり増しした

分のバスの借り上げ料を補助するもので、大型

バス５台分で35万円を計上するものです。 

  次に、小中学校ＩＣＴ活用支援事業ですが、

このたびの国の第２次補正予算において、ＧＩ

ＧＡスクール構想の実現として１人１台端末や、

ＩＣＴ端末を活用した家庭学習のための環境整

備を早急に行うことへの要請があり、これらの

経費を追加するものです。 

  具体的には、児童生徒１人１台端末の実現の

ため、3,393台のタブレットを整備する経費と、

Ｗｉ－Ｆｉ環境の整っていない生活困窮家庭等

に通信機器を貸与するためにモバイルルーター

を購入する経費、そして学校からの遠隔学習機

能を強化するため、学校で使用するウェブカメ

ラやスピーカーフォンを整備する経費、合わせ

て３億3,121万2,000円を計上するものです。 

  以上でございます。 

 

委 員 会 付 託 

 

○柏倉信一議長 日程第22、委員会付託でありま
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す。 

  お諮りいたします。 

  ただいま議題となっております議第51号につ

いては、会議規則第37条第３項の規定により委

員会付託を省略したいと思います。これに御異

議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

質疑・討論・採決 

 

○柏倉信一議長 日程第23、これより質疑・討

論・採決に入ります。 

  議第51号について質疑はありませんか。後藤

議員。 

○後藤健一郎議員 それでは、私から、10款１項

３目についてお伺いしたいと思います。 

  こちらの小中学校ＩＣＴ活用支援事業につい

てでございます。 

  私も、多分ここにいる方も多く見ていらっし

ゃると思いますが、５月11日に文科省がユーチ

ューブでライブ配信しました「学校の情報環境

整備に関する説明会」というのを私もしっかり

見させていただきました。内容は非常に力強い

メッセージであり、また、予算を前倒しして確

保するので、今すぐにでも端末整備をやってほ

しいという非常に強力に背中を押す内容でござ

いました。それを受けて今回の補正予算だと思

いますけれども、２点ほどお伺いさせていただ

きます。 

  まず１点目、国で１台４万5,000円まで補助

をするということで、各メーカーもその予算内

で買える学習者用端末、大きく分けると３タイ

プ用意されているわけなんですけれども、具体

的な機器の選定というのはもうされていらっし

ゃるのでしょうか。 

  そして、もう１点、今回県内でも同様の議案

が採決されておりますし、また日本国内で一斉

にこのような動きがあって、需要が今急激に伸

びていると思います。しかしながら、メーカー

の工場の稼動はコロナの影響も受けるなど、ち

ょっと端末の整備について時間がかかるのでは

ないかと不安に思っているのですが、その点に

ついていかがでしょうか。 

○柏倉信一議長 佐藤学校教育課長。 

○佐藤 肇学校教育課長 お答え申しあげます。 

  まず、第１点目につきましてですけれども、

国のモデルでは、マイクロソフト、グーグル、

アップルの３社のそれぞれの３つのＯＳから、

各自治体が学校の活用を想定して仕様書を作成

することとしておりますけれども、本委員会で

はマイクロソフトを活用することで考えており

ます。 

  あと、第２点目ですけれども、国の指導もあ

りましたけれども、早急に小学校６年生、そし

て中学校３年生を先に整備するということがご

ざいましたので、時間がかかる場合につきまし

ては、小学校６年生と中学３年生を優先的に整

備するというふうに考えております。以上です。 

○柏倉信一議長 後藤議員。 

○後藤健一郎議員 分かりました。当市では、ウ

インドウズプラスオフィスというタイプでやっ

ていくということですので、ある意味、先生た

ちが一番慣れているシステムをお使いになるの

ではないかと思います。 

  運用については、これからだんだん決めてい

くと思うんですけれども、できれば、緊急時の

通信手段というだけではなくて通常から使用し

ていただいて、学習効果を上げるようなツール

の一つとしてふだん使いでできるだけ使ってい

ただければと思います。以上です。 

○柏倉信一議長 ほかに質疑はありませんか。伊

藤議員。 

○伊藤正彦議員 企画費の移住定住推進事業につ

いてお伺いいたします。 

  県外在住の本市出身学生に対してということ

で約500名の方を支援するという内容だと思う
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んですけれども、県外在住の本市出身学生、対

象となる学生というのはいろんな種類の学生が

あると思うんですが、大学生、短大生、専門学

校生、全て対象となるのかどうか。 

  それと、住民票を市に置いている、あるいは

今住んでいるところに移した、いずれの方も対

象となるのかどうかお伺いいたします。 

○柏倉信一議長 武田企画創成課長。 

○武田伸一企画創成課長 お答えいたします。 

  学生の対象になる方々につきましては、大学、

大学院、短期大学、専修学校、それから予備学

校等に通学している学生が対象になります。 

  それから、住民票の関係でございますが、保

護者の方がこちらに在住していれば、仮に学生

の方が県外に住所を異動しても対象になるとい

うことでございます。以上でございます。 

○柏倉信一議長 伊藤議員。 

○伊藤正彦議員 ありがとうございます。 

  この市産米等を提供する手段、送料込みで１

人１万円という説明でしたけれども、例えば親

元に送るのか、実際学生が住んでいるところに

送るのか、あると思うんですけれども、それは

どうなのか。 

  あと、学生、実際住んでいるところに送ると

すれば、その住居はどうやって把握されるのか、

支障がなければお伺いしたいと思います。 

○柏倉信一議長 武田企画創成課長。 

○武田伸一企画創成課長 この送付先につきまし

ては、実際にお住まいになられているところに

送付する予定でございます。地元におられる保

護者の方のほうには送付する予定はございませ

ん。 

  それから、確認方法でございますけれども、

申請時に学生証の写し、それからアパート、寮

などに居住していることが分かる書類、例えば

電気代とかの請求書、賃貸借契約書などの写し

も添付していただきたいなと考えてございます。

以上です。 

○柏倉信一議長 伊藤議員。 

○伊藤正彦議員 ありがとうございました。せっ

かくこうやって支援するわけですので、漏れな

く把握していただいて、学生が助かる方向でや

っていただければと思います。終わります。 

○柏倉信一議長 ほかに質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより議第51号令和２年度寒河江市一般会

計補正予算（第８号）を採決いたします。 

  本案は原案のとおり決することに賛成の議員

の起立を求めます。 

   〔賛成議員 起立〕 

  起立多数であります。 

  よって、議第51号は原案のとおり可決されま

した。 

 

   閉    会    午前１０時５６分 

 

○柏倉信一議長 これにて令和２年第２回寒河江

市議会定例会を閉会いたします。 

  大変御苦労さまでした。 

 


